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369 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
五
七
本
邦
水
産
業
の
資
本
主
義
的
発
展
は
基
本
的
に
は
漁
場
の
拡
張
と
漁
船
の
拡
充
を
中
心
と
し
て
展
開
さ
れ
た
。
漁
湯
か
ら
漁
船
基
地
・
消
費
地
・
加
工
地
に
到
る
漁
獲
物
の
海
上
輸
送
に
お
い
て
、
漁
場
の
遠
隔
化
及
び
移
動
化
傾
向
は
そ
の
距
離
的
・
時
間
的
延
長
を
齋
ら
し
た
。
漁
獲
物
海
上
輸
送
の
距
離
的
克
服
は
漁
船
の
大
型
化
・
機
動
化
に
よ
っ
て
一
応
解
決
さ
れ
た
が
、
そ
の
時
間
的
克
服
は
輸
送
時
間
の
延
長
に
加
う
る
に
漁
拐
期
間
の
延
長
に
よ
っ
て
必
然
化
し
こ
A
に
漁
獲
物
の
冷
凍
輸
送
が
登
場
す
る
。
そ
れ
は
漁
獲
物
が
腐
敗
②
 
性
商
品
(
p
e
r
i
s
h
a
b
l
e
g
o
o
d
s
)
に
属
す
る
と
い
う
そ
の
商
品
的
特
殊
性
に
起
因
す
る
。
腐
敗
性
防
止
策
と
し
て
は
古
来
乾
燥
・
塩
蔵
・
燻
蒸
・
氷
蔵
な
ど
の
方
法
が
知
ら
れ
て
い
る
が
近
代
的
水
産
業
に
お
い
て
ほ
塩
蔵
。
罐
詰
と
並
ん
で
氷
蔵
・
冷
凍
冷
蔵
の
方
法
が
と
ら
れ
た
。
殊
に
冷
凍
冷
蔵
に
よ
る
方
法
は
近
代
的
冷
凍
冷
蔵
装
置
の
発
達
と
そ
の
礁
船
装
備
へ
の
普
及
に
よ
っ
て
過
去
の
氷
蔵
に
よ
る
海
上
輸
送
に
代
っ
て
漁
獲
物
の
品
質
保
持
の
問
題
を
解
決
し
て
き
た
。
勿
論
そ
れ
は
陸
上
の
冷
蔵
倉
庫
・
冷
蔵
貨
車
な
ど
の
発
達
に
侯
つ
と
こ
ろ
も
少
く
な
い
が
特
に
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
冷
凍
冷
蔵
設
備
の
一
般
漁
船
へ
の
普
及
は
近
時
の
冷
凍
運
搬
船
の
発
達
と
共
に
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
4
に
取
上
げ
た
冷
凍
運
搬
船
は
専
ら
漁
場
か
ら
の
漁
獲
物
の
輸
送
に
従
事
す
る
船
舶
を
指
し
常
時
冷
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
＿
 
9
,
 ー
(
l
)
冷
凍
運
搬
船
粟
の
意
義
序
論
沼
田
昭
夫
370 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
凍
冷
蔵
設
備
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
多
く
は
母
船
式
漁
業
に
従
事
し
て
船
団
の
母
船
若
く
は
単
に
冷
凍
運
搬
船
と
し
て
他
の
漁
船
と
共
に
出
漁
す
る
の
で
あ
る
。
③
 
動
物
性
蛋
白
質
補
給
源
と
し
て
の
食
料
資
源
・
輸
出
産
業
に
お
い
て
、
本
邦
水
産
業
の
占
め
る
地
位
は
低
く
な
い
。
本
邦
冷
凍
運
搬
船
業
が
そ
の
水
産
業
の
特
殊
性
即
ち
生
産
物
商
品
の
腐
敗
性
と
、
資
本
制
漁
業
を
齋
ら
し
た
漁
業
遠
洋
化
傾
向
と
に
支
え
ら
れ
て
展
開
さ
れ
た
こ
と
は
否
め
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
冷
凍
運
搬
船
業
は
漁
獲
物
の
海
上
輸
送
を
専
業
と
し
て
常
に
水
産
業
に
対
し
て
附
随
的
地
位
を
保
持
す
る
に
止
ま
り
独
自
の
産
業
部
門
を
形
成
す
る
に
到
ら
な
か
っ
た
。
結
論
的
に
は
本
邦
に
お
け
る
冷
凍
運
搬
船
業
は
水
産
業
特
に
沖
合
・
遠
洋
漁
業
に
依
存
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。
第
二
次
大
戦
に
お
い
て
潰
減
的
被
害
を
蒙
っ
た
本
邦
冷
凍
運
搬
船
業
は
今
日
既
に
復
興
段
階
を
完
了
し
発
展
段
階
に
入
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
水
産
業
自
体
の
問
題
と
並
行
し
て
な
お
解
決
さ
る
べ
き
問
題
を
包
蔵
し
て
い
る
。
そ
の
解
明
に
何
ら
か
の
示
唆
を
与
え
ん
と
す
る
の
が
小
稿
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
以
下
本
邦
冷
凍
運
搬
船
の
動
向
を
第
二
次
大
戦
後
の
事
情
に
重
点
を
置
い
て
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。
山
冷
凍
運
搬
始
業
と
は
い
わ
ゆ
る
冷
凍
船
に
よ
る
冷
凍
冷
蔵
貨
物
の
輸
送
を
指
す
の
で
あ
る
が
、
外
国
に
お
け
る
牛
肉
、
生
果
の
輸
送
と
異
り
我
が
国
に
お
い
て
は
冷
凍
貨
物
運
送
の
専
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
の
は
殆
ど
全
部
が
漁
場
か
ら
の
漁
獲
物
輸
送
に
限
ら
れ
て
い
る
。
以
下
本
論
の
対
象
と
す
る
と
こ
ろ
は
直
接
冷
凍
運
搬
船
業
に
従
事
し
そ
の
機
能
を
等
し
く
す
る
冷
凍
運
搬
船
及
び
冷
凍
母
船
と
す
る
。
な
お
戦
前
は
冷
蔵
運
搬
船
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
が
戦
後
は
一
般
に
冷
凍
運
搬
船
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
図
変
質
性
商
品
と
も
い
い
主
に
食
料
品
が
こ
れ
に
属
す
る
。
③
動
物
性
蛋
白
質
補
給
源
と
し
て
魚
介
類
に
対
す
る
依
存
度
は
高
く
そ
の
動
物
性
食
品
に
お
け
る
割
合
（
重
量
）
は
八
四
・
七
彩
（
農
村
）
、
七
四
・
一
彩
（
都
市
）
に
及
び
、
ま
た
水
産
物
輸
出
額
の
総
輸
出
額
に
対
す
る
比
は
五
•
-
=
％
を
示
す
。
（
何
れ
も
昭
和
一
―
1
0年
）
（
水
産
週
報
社
「
水
産
年
鑑
」
昭
和
一
き
一
年
阪
―
―
111
、
一
三
七
頁
参
照
）
五
八
371 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
（
二
）
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
歴
史
的
考
察
め
て
衰
退
に
転
じ
た
。
五
九
冷
凍
運
搬
船
業
の
歴
史
的
考
察
に
入
る
に
先
立
ち
そ
の
背
景
を
な
し
た
本
邦
水
産
業
の
近
代
に
お
け
る
構
造
変
化
を
一
瞥
し
な
け
れ
い
う
ま
で
も
な
く
本
邦
漁
業
の
本
格
的
発
展
は
明
治
後
期
以
後
の
時
代
に
属
す
る
。
明
治
年
間
に
本
邦
漁
業
は
沿
岸
漁
業
時
代
を
形
成
し
た
が
そ
の
後
沿
岸
漁
業
は
下
降
傾
向
に
移
っ
て
大
正
年
間
に
は
沖
合
漁
業
全
盛
時
代
を
現
出
し
、
本
邦
漁
業
は
漁
群
を
追
っ
て
沖
合
に
そ
の
漁
場
を
求
め
漁
船
の
大
型
化
・
機
動
化
と
能
率
的
大
型
漁
網
の
採
用
と
い
う
優
秀
な
生
産
手
段
を
通
じ
て
全
面
的
に
沖
合
進
出
を
達
成
し
た
。
ま
た
大
正
年
間
は
水
産
罐
詰
と
冷
凍
事
業
の
急
速
な
発
達
に
よ
る
鮭
鱒
罐
詰
及
び
塩
鱒
の
輸
出
増
加
、
鮮
魚
の
輸
出
開
始
を
以
て
水
産
貿
易
に
一
転
換
期
を
画
し
た
。
同
年
代
は
当
時
の
漁
業
の
中
心
を
な
し
た
北
洋
漁
業
の
発
展
期
で
あ
る
と
同
時
に
南
方
漁
場
へ
の
進
出
に
も
急
速
な
進
展
を
見
せ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
核
は
殆
ど
商
業
資
本
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
生
産
力
の
高
い
企
業
経
営
に
よ
っ
て
魚
価
の
高
い
魚
群
を
追
っ
て
沖
合
・
遠
洋
漁
業
へ
飛
躍
的
発
展
を
遂
げ
た
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
日
本
漁
業
は
遠
洋
漁
業
に
お
い
て
中
小
企
業
整
理
に
迫
ら
れ
特
に
北
洋
漁
業
は
欧
米
市
場
と
直
結
す
る
罐
詰
製
造
業
者
を
媒
介
と
し
て
独
占
期
に
入
り
②
 
昭
和
年
代
に
入
っ
て
沿
岸
漁
業
は
そ
の
総
漁
獲
高
中
に
占
め
る
比
率
に
お
い
て
漸
次
後
退
し
漁
獲
高
も
昭
和
八
年
以
降
は
発
展
を
止
こ
れ
に
反
し
て
沖
合
・
遠
洋
漁
業
は
第
二
次
世
界
大
戦
に
到
る
ま
で
発
展
を
続
け
日
本
漁
業
の
中
心
を
な
し
た
。
大
正
初
期
ま
で
は
遠
洋
漁
業
と
略
M
同
様
に
伸
展
し
た
内
地
沖
合
漁
業
は
そ
の
後
い
わ
ゆ
る
沖
合
漁
業
時
代
を
現
出
し
昭
和
初
頭
の
一
時
的
停
滞
を
経
て
一
般
的
機
動
化
完
了
に
よ
る
零
細
小
漁
民
層
の
部
分
的
沖
合
進
出
に
伴
っ
て
昭
和
七
年
頃
か
ら
再
ぴ
活
況
を
呈
し
た
。
他
方
遠
洋
漁
業
は
内
地
沖
合
漁
業
の
停
頓
に
も
拘
ら
ず
資
本
層
に
お
け
る
漁
船
大
型
化
を
支
柱
と
し
て
躍
進
を
重
ね
特
に
北
洋
捕
鯨
漁
業
・
ト
ロ
ー
ル
漁
業
に
お
い
て
も
資
本
集
中
が
推
進
さ
れ
た
。
ば
な
ら
な
い
。
372 
上
述
の
如
き
水
産
業
の
歴
史
的
背
景
に
登
場
す
る
冷
凍
運
搬
船
業
は
ど
の
様
な
発
展
段
階
を
経
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
邦
冷
凍
運
搬
船
業
の
歴
史
を
訪
ね
る
と
そ
の
前
史
に
当
る
と
も
い
う
べ
き
氷
蔵
船
に
よ
る
鮮
魚
輸
送
に
ま
で
遡
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
明
治
一
八
年
頃
朝
鮮
下
関
間
に
お
い
て
帆
船
に
よ
る
氷
詰
魚
の
冷
蔵
運
搬
が
行
わ
れ
、
つ
い
で
明
治
二
三
•
四
年
頃
三
崎
の
人
神
田
兵
③
 
造
氏
が
東
京
へ
氷
詰
鮮
魚
の
輸
送
を
行
っ
た
。
氷
蔵
に
よ
る
鮮
魚
の
海
上
輸
送
は
こ
れ
ら
が
そ
の
初
期
の
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
明
治
四
0
年
頃
ま
で
鮮
魚
の
海
上
輸
送
は
専
ら
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
い
た
が
、
同
年
頃
初
め
て
機
械
冷
却
装
置
を
装
備
し
た
冷
蔵
は
漸
次
関
連
部
門
を
手
中
に
収
め
て
行
っ
た
。
そ
の
間
本
邦
漁
業
の
沖
合
・
遠
洋
化
に
伴
っ
て
漁
獲
物
の
商
品
特
殊
性
の
問
題
は
漁
獲
物
輸
送
範
囲
、
換
言
す
れ
ば
出
漁
海
域
に
限
界
を
与
え
る
点
で
重
視
さ
れ
、
明
治
後
期
に
興
り
以
後
急
速
に
進
歩
し
た
罐
詰
製
造
業
と
冷
凍
事
業
に
そ
の
解
決
策
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
過
程
に
お
い
て
も
欧
米
市
場
と
直
結
す
る
食
品
貿
易
に
結
び
つ
い
て
遠
洋
漁
業
特
に
北
洋
漁
業
は
罐
詰
製
造
業
を
媒
介
と
し
て
集
中
独
占
を
実
現
し
た
。
そ
れ
は
第
一
次
世
界
大
戦
後
世
界
恐
慌
に
直
面
し
て
水
産
資
本
の
集
中
独
占
と
し
て
顕
現
さ
れ
巨
大
水
産
資
本
る。 けた
。 第
二
次
世
界
大
戦
後
本
邦
水
産
業
は
購
和
条
約
発
効
直
前
ま
で
占
領
軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
漁
場
・
漁
船
・
操
業
な
ど
の
制
限
を
受
こ
れ
ら
占
領
軍
の
諸
制
約
の
解
か
れ
た
後
も
国
際
的
制
約
が
あ
っ
て
実
質
上
は
自
由
な
操
業
を
阻
ん
で
い
る
の
が
現
状
で
あ
邦
水
産
業
は
一
路
衰
退
の
道
を
辿
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
漁
業
、
少
し
遅
れ
て
南
方
漁
業
に
お
い
て
は
資
本
集
中
と
財
閥
の
進
出
が
濃
厚
と
な
っ
た
。
そ
の
後
準
戦
時
体
制
か
ら
戦
時
体
制
に
移
行
す
る
に
従
い
水
産
業
に
も
統
制
は
強
化
さ
れ
、
戦
場
化
に
伴
う
漁
場
の
縮
少
・
大
型
漁
船
や
労
働
者
の
徴
用
・
労
働
強
化
・
漁
業
資
源
の
濫
獲
、
生
産
手
段
の
酷
使
な
ど
の
結
果
そ
の
矛
盾
が
漸
次
表
面
化
す
る
に
到
っ
て
本
六
〇
373 
.. 
Jヽ
運
搬
船
有
漁
丸
(
-
三
七
ト
ン
）
が
建
造
さ
れ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
冷
凍
運
搬
船
業
の
胎
動
期
突
入
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
有
漁
丸
は
建
造
の
翌
年
露
領
か
ら
本
土
に
向
う
途
上
沈
没
し
、
以
後
鮮
魚
輸
送
は
氷
蔵
船
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
る
の
み
で
冷
凍
運
搬
・④
船
業
の
進
展
は
初
期
の
段
階
に
お
い
て
一
頓
座
を
来
し
た
。
そ
の
間
に
本
邦
漁
業
は
沿
岸
漁
業
時
代
か
ら
沖
合
化
の
途
上
に
あ
っ
た
が
遂
に
大
正
一
0
年
に
到
っ
て
普
通
貨
物
船
を
改
造
し
た
冷
凍
運
搬
船
江
之
浦
丸
（
六
五
五
ト
ン
）
が
出
現
し
冷
凍
運
搬
船
業
は
こ
4
に
固
い
わ
ゆ
る
揺
藍
期
に
入
る
。
そ
の
後
水
産
冷
蔵
奨
励
の
実
施
と
相
侯
っ
て
冷
凍
事
業
（
製
氷
・
冷
凍
・
冷
蔵
）
及
び
冷
凍
運
搬
船
業
の
普
及
発
達
が
急
速
に
進
め
ら
れ
、
そ
れ
は
大
正
末
期
ま
で
に
目
覚
ま
し
い
成
果
を
挙
げ
、
昭
和
年
代
に
入
っ
て
の
冷
凍
運
搬
船
業
の
第
一
の
発
展
期
に
結
実
す
る
。
既
に
大
正
末
期
に
は
冷
凍
運
搬
船
隊
は
二
九
隻
、
ら
の
改
造
を
も
含
め
て
の
急
速
な
増
加
の
結
果
、
一
応
冷
凍
運
搬
船
業
の
確
立
を
終
え
た
か
に
見
え
た
が
、
そ
の
担
当
者
は
水
産
業
・
冷
凍
事
業
・
海
運
業
と
区
々
で
一
、
0
0
0
ト
ン
以
上
の
船
舶
は
僅
か
八
隻
（
二
七
•
六
彩
）
―
一
、
九
三
八
総
ト
ン
（
六
七
彩
）
に
過
側
⑦
ぎ
ず
過
半
数
は
二
0
0ト
ン
前
後
に
止
ま
っ
て
い
た
。
当
時
は
遠
洋
漁
業
に
基
づ
く
冷
凍
運
搬
船
に
対
す
る
需
要
も
大
き
く
な
く
、
政
府
の
奨
励
策
に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
た
冷
凍
運
搬
船
隊
の
整
備
は
、
大
型
船
の
経
営
不
振
に
反
し
て
む
し
ろ
中
小
型
船
の
順
調
な
発
達
を
招
来
し
た
。
こ
れ
は
当
時
の
漁
業
の
中
心
が
未
だ
沖
合
漁
業
中
心
に
と
ど
ま
り
遠
洋
漁
業
の
段
階
に
到
達
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
⑧
 
る
。
こ
の
傾
向
は
昭
和
初
期
ま
で
続
く
。
そ
の
後
一
般
大
型
漁
船
の
機
動
化
を
基
軸
と
し
て
展
開
さ
れ
る
遠
洋
漁
業
の
発
展
を
経
て
戦
時
体
制
へ
と
連
な
る
第
一
の
発
展
期
に
入
る
。
そ
し
て
こ
の
間
に
中
小
型
船
の
船
質
改
善
が
行
わ
れ
る
と
共
に
漸
次
大
型
船
の
進
出
も
見
ら
れ
隻
数
に
し
て
一
・
三
倍
、
総
ト
ン
数
に
し
て
一
・
七
倍
と
な
り
第
二
次
世
界
大
戦
直
前
に
は
冷
凍
運
搬
船
隊
は
三
九
隻
、
約
三
，
 
0
、
0
0
0ト
ン
を
擁
す
る
に
到
っ
た
。
こ
れ
ら
の
冷
凍
運
搬
船
の
そ
の
殆
ど
全
部
が
漁
獲
物
輸
送
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
は
本
邦
冷
n
W
 
“
U
 
凍
運
搬
船
業
を
特
色
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
一
七
、
八
二
八
総
ト
ン
に
上
り
新
造
船
の
他
貨
物
船
か
374 
ま
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
な
お
そ
の
間
を
通
じ
て
一
貫
し
て
見
ら
れ
る
現
象
は
冷
凍
運
搬
船
業
が
漁
獲
物
の
輸
送
を
通
じ
て
常
に
水
産
業
（
一
部
は
冷
凍
事
業
）
に
直
結
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
か
ら
冷
凍
運
搬
船
業
は
水
産
業
（
或
い
は
冷
凍
事
業
）
と
共
に
生
成
発
展
し
水
産
業
の
独
占
段
階
及
び
そ
の
強
化
の
時
期
に
到
っ
て
は
独
自
の
産
業
部
門
と
し
て
の
弱
さ
も
加
っ
て
遂
に
水
産
業
の
補
助
的
産
業
部
門
と
し
て
進
田
第
二
次
世
界
大
戦
に
到
る
ま
で
の
本
邦
漁
業
の
発
展
に
就
い
て
は
近
藤
康
男
綱
「
日
本
漁
業
の
経
済
構
造
―
一
ー
ニ
六
頁
、
水
産
研
究
会
「
戦
后
日
本
漁
業
の
構
造
変
化
田
ー
第
一
篇
戦
前
・
戦
時
に
お
け
る
構
造
変
化
の
特
徴
」
九
ー
一
四
九
頁
日
本
海
洋
漁
業
協
議
会
「
一
九
四
0
年
の
漁
業
実
績
」
一
ー
一
七
0
、
一
九
1
ニ
ー
ニ
了
八
頁
を
参
照
。
②
沿
岸
漁
業
と
沖
合
・
遠
洋
漁
業
の
総
漁
獲
高
中
に
占
め
る
制
合
の
推
移
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
ー
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2
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⑤
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岸
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＇
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＇
119218216238295341494446455234252302434514513
旺
及
獲
り
合
漁
卜
.
l
r
n
I
9
,
i
:，
町
酬
鱈
ゆ
り
の
5
悶
め
翌
5
竺
勾
竺
5
匈
虹
戸
の
明
大
同
同
同
昭
同
同
同
同
同
同
同
同
同
柏
り
ょ
本
次
幽
喫
回
寧
〗
喫
雫
喫
呟
喫
喚
呟
寧
雫
圏
註
日
ド
、
遠
洋
各
漁
業
の
区
別
に
就
い
て
は
六
375 
. ,、
農
林
省
水
産
庁
資
科
課
編
「
水
産
業
」
ニ
―
-
1
ー
四
四
頁
。
音
田
六
哉
「
沿
岸
漁
業
と
沖
合
遠
洋
漁
業
の
区
分
」
「
農
林
統
計
調
査
」
一
九
五
五
年
四
月
号
四
―
―
―
—
四
五
頁
を
参
照
。
⑱
日
本
倉
庫
業
史
編
纂
委
員
会
「
日
本
倉
庫
業
史
」
七
0
四
頁
。
ぬ
冷
凍
運
搬
船
業
初
期
の
事
情
の
詳
細
は
農
林
省
水
産
局
「
日
本
の
魚
類
冷
蔵
運
搬
船
」
「
日
本
冷
凍
協
会
誌
」
三
巻
一
―
―
―
号
―
二
頁
、
粟
屋
良
馬
「
我
国
冷
蔵
運
搬
船
の
発
達
の
経
過
に
就
て
」
「
日
本
冷
凍
協
会
誌
」
一
巻
三
号
ニ
ニ
頁
を
参
照
。
稲
見
弥
一
郎
「
日
本
で
鮮
魚
の
冷
蔵
や
そ
の
運
搬
の
事
業
を
始
め
た
頃
の
昔
話
」
「
冷
凍
」
三
二
巻
一
二
五
四
号
ニ
―
―
ー
ー
―
―
―
―
頁
、
を
参
照
。
固
水
産
冷
蔵
奨
励
規
則
（
大
正
一
1
一
年
ー
昭
和
―
一
年
）
に
よ
る
冷
凍
運
搬
船
に
対
す
る
奨
励
実
績
件
数
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
月
3
数
5
5
1
1
2
3
1
1
1
-
―
―
-
＿
o
査
P
m
8
用
2
 
件
水
N
引
度
度
り
度
計
）
報
よ
年
年
年
1
2
1
3
1
4
1
5
2
3
4
5
6
7
8
9
1
0
1
1
-
偉
大
正
昭
和
同
規
則
に
よ
る
大
正
一
1
一
年
四
月
以
降
の
冷
凍
運
搬
船
奨
励
実
績
は
、
昭
和
二
年
三
月
に
は
一
一
隻
冷
鎗
室
容
積
七
五
八
九
一
一
一
方
択
（
農
林
省
「
日
本
に
お
け
る
冷
蔵
事
業
の
発
達
(
-
)
」
「
日
本
冷
凍
協
会
誌
」
一
1
一
巻
二
九
号
ー
ニ
頁
）
、
同
四
年
一
1
1
月
に
は
一
七
隻
二
、
八
一
六
ト
ソ
冷
室
収
容
力
約
一
、
0
0
0
ト
ン
（
宮
田
弥
治
郎
「
冷
凍
冷
蔵
の
話
」
1一
七
頁
）
で
あ
っ
た
。
な
お
同
奨
励
は
冷
凍
運
搬
船
の
建
造
に
対
し
船
体
と
機
関
に
つ
い
て
は
そ
の
費
用
の
一
0
分
の
1
一
を
、
冷
蔵
設
備
に
対
し
て
は
一
0
分
の
五
を
奨
励
金
と
し
て
交
付
し
た
。
⑥
大
正
一
五
年
二
月
現
在
。
「
日
本
冷
凍
協
会
誌
」
一
巻
一
ー
一
号
1
一
六
ー
ニ
七
折
込
頁
。
m
大
型
冷
凍
運
搬
船
は
夏
期
鮭
鱒
漁
業
以
外
に
有
利
な
漁
業
を
見
出
し
え
な
か
っ
た
。
農
林
省
水
産
局
「
日
本
の
魚
類
冷
蔵
運
搬
船
」
「
日
本
冷
凍
協
会
誌
」
一
1
一殊
J
――-
1
号
一
五
頁
。
⑧
大
正
一
五
年
に
一
―
―
―
隻
（
う
ち
改
造
六
）
一
八
、
一
0
一
総
ト
ソ
が
就
業
し
た
。
（
冷
室
容
稼
六
八
八
、
七
0
0
立
方
択
、
冷
却
能
カ
一
、
0
九
四
ト
ン
）
当
時
実
在
一
1-0隻
中
牛
肉
運
搬
に
従
事
中
の
一
隻
を
除
い
て
全
部
魚
類
輸
送
の
運
搬
船
で
あ
っ
た
。
年
間
約
八
、
0
0
0
ト
ソ
（
漁
獲
高
の
約
四
％
）
を
輸
送
し
た
。
ま
た
同
じ
頃
氷
蔵
運
搬
船
は
一
、
八
六
六
隻
、
一
五
、
0
0
0
ト
ン
、
輸
送
能
力
七
、
五
0
0
ト
ン
で
あ
っ
た
。
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
376 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
「
日
本
冷
凍
協
会
誌
」
三
巻
三
一
号
ご
一
—
一
四
頁
。
一
一
一
巻
二
九
号
―
-
＝
頁
。
⑨
昭
和
十
六
年
末
現
在
の
冷
凍
運
搬
船
勢
力
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
隻
数
三
九
隻
、
総
ト
ソ
数
一
ー
ー
ニ
、
五
九
七
ト
ソ
、
冷
蔵
能
力
三
七
、
0
八
0
立
方
米
、
凍
結
能
力
二
、
二
八
四
・
ニ
ト
ソ
。
高
嶋
一
ー
一
郎
「
大
東
亜
戦
と
漁
船
の
冷
却
装
置
」
「
漁
船
」
第
一
1-
―
号
一
五
ー
一
六
頁
。
同
年
頃
氷
蔵
船
は
一
、
五
0
0隻
（
年
間
輸
送
嚢
八
0
0、
0
0
0
貫
）
で
あ
っ
た
。
日
本
倉
庫
業
史
編
算
委
員
会
「
日
本
倉
庫
業
史
」
七
一
四
頁
叫
外
国
で
は
魚
類
よ
り
む
し
ろ
牛
肉
、
野
菜
、
果
実
の
輸
送
に
従
事
す
る
も
の
が
多
い
。
C
.
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60~`61. 
因
み
に
外
国
に
お
け
る
事
情
を
見
る
と
一
九
一
―
-
0年
頃
世
界
主
要
国
冷
蔵
運
搬
船
ト
ソ
数
は
米
国
八
0
、
0
0
0
ト
ン
、
英
国
六
九
、
0
0
0
ト
ン
、
仏
国
四
五
、
0
0
0
ト
ン
、
伊
国
二
0
、
0
0
0
ト
ン
、
で
何
れ
も
日
本
一
八
、
0
0
0
ト
ン
を
上
廻
る
勢
力
で
あ
っ
た
。
宮
田
弥
治
郎
「
冷
凍
冷
蔵
の
話
」
二
0
頁。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
混
乱
期
を
経
て
復
興
し
た
冷
凍
運
搬
船
業
の
戦
後
の
傾
向
を
捉
え
る
に
先
立
ち
戦
後
漁
船
隊
の
動
向
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
と
い
う
の
は
戦
後
水
産
業
は
漁
船
（
鋼
船
）
建
造
か
ら
着
手
さ
れ
冷
凍
運
搬
船
は
漁
船
復
興
過
程
の
一
環
と
し
て
そ
の
再
建
が
は
か
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
戦
争
に
よ
る
漁
船
の
喪
失
は
隻
数
に
し
て
一
―
•
五
彩
、
ト
ン
数
に
お
い
て
二
八
・
ニ
彩
、
そ
の
う
ち
大
型
鋼
船
は
八
四
％
に
及
ん
で
い
氾
。
戦
後
復
興
期
に
お
け
る
漁
船
隊
の
実
態
に
お
い
て
そ
の
顕
著
な
特
徴
は
漁
船
の
老
朽
化
と
漁
船
の
大
型
化
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
漁
船
の
老
朽
化
は
戦
後
漁
船
隊
の
復
興
に
も
拘
ら
ず
依
然
と
し
て
改
善
さ
れ
て
お
ら
ず
、
②
 
特
に
沿
岸
漁
業
に
従
事
す
る
五
ト
ソ
未
満
の
漁
船
中
で
も
多
数
の
木
造
船
は
耐
用
年
数
を
遥
か
に
超
え
て
い
た
。
ま
た
一
般
的
ト
ン
数
増
加
傾
向
と
共
に
漁
船
の
大
型
化
は
動
力
船
特
に
遠
洋
漁
業
に
従
事
す
る
漁
船
の
大
型
化
に
お
い
て
一
層
鮮
明
に
現
わ
れ
て
い
る
（
第
（
一
）
漁
船
の
大
型
化
と
そ
の
主
体
日
本
漁
船
隊
の
復
輿
六
四
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第 1表 戦後漁船（総勢力）推移
日本冷凍運搬船業の動向（沼田）
--＼竺昭和21同231同24 同251同26 同27I同281同29 同30
隻数
動力 88 106 120 129 129 131 135 139 144 
無動力 341 347 354 351 344 316 308 292 271 
（千隻）
計 430 452 474 480 473 447 443 431 416 
トン数 動力
631 781 865 911 868 863 914 988 1,070 
無動力 307 313 320 319 317 298 296 281 261 
（千トソ）
計 938 1,094 1,185 1,231 1,185 1,161 1,210 1,269 1,331 
平均 動力 7.17 7.37 
7.211| 泣
6.72 6.59 6.78 7.11 7.44 
トン数 無動力 0.90 0.90 0.91 0.91 0.92 0.95 0.96 0.96 0.96 
（トン） 総勢力 2.18 2.42 2.50 2.57 2.50 2.60 2.73 2.95 3.19 
（註） 水産庁「漁船登録による礁船統計表」綜合報告第 3号より作成
第 2表 鋼船建造許可状況 （許可隻数列）
＼数
第会社
次個人
会社
個人 51 
会社 12 
個人 74 
I会社
1 個人 60 
会社
個人
I会社 28 
1 個人 199
I 
第
二
次
1
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5
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一
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 六
五
2
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（註） 宇野弘蔵他監修「日本農業年報」 I.p.72より引用
378 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
即
ち
そ
れ
は
大
略
次
の
如
き
事
情
に
起
因
し
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
・
ラ
イ
ン
の
設
定
に
よ
っ
て
日
本
漁
業
の
漁
④
 
場
は
制
限
を
受
け
、
戦
前
自
由
に
操
業
し
た
漁
場
の
大
部
分
を
喪
失
し
た
。
そ
の
結
果
巨
大
資
本
を
混
え
外
地
復
帰
資
本
・
軍
需
産
業
か
ら
の
転
換
資
本
・
新
興
資
本
な
ど
が
入
り
乱
れ
て
沿
岸
憔
業
に
集
中
的
操
業
が
行
わ
れ
た
の
で
競
争
の
激
化
と
沿
岸
漁
業
資
源
の
涸
渇
化
を
招
き
数
次
に
亘
る
漁
場
拡
張
と
共
に
漁
船
は
沖
合
・
遠
洋
へ
そ
の
漁
場
を
求
め
て
活
路
を
拓
か
ん
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
努
力
は
当
然
生
産
手
段
た
る
漁
船
の
優
秀
大
型
化
の
必
要
性
を
生
じ
漁
船
大
型
化
は
漁
区
の
拡
張
と
共
に
表
面
化
し
た
。
こ
こ
で
戦
後
漁
船
復
興
過
程
に
お
い
て
漁
船
勢
力
を
決
定
的
に
し
た
初
期
の
段
階
の
事
情
を
探
る
こ
と
と
す
る
（
第
二
表
）
。
鋼
船
建
造
許
可
件
数
に
こ
れ
を
見
れ
ば
一
件
三
隻
以
上
許
可
件
数
は
個
人
に
対
し
て
は
僅
か
二
件
で
あ
る
の
に
会
社
に
対
す
る
許
可
件
数
は
五
四
件
の
多
き
に
上
っ
て
い
る
。
そ
し
て
第
一
次
乃
至
第
三
次
の
初
期
の
段
階
に
お
い
て
会
社
に
圧
倒
的
多
数
の
許
可
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
丁
度
船
価
安
・
魚
価
高
の
時
期
に
相
当
し
、
そ
の
復
金
融
資
に
よ
る
漁
船
建
造
政
策
が
、
巨
大
資
本
に
代
表
さ
れ
る
会
社
資
本
に
対
し
て
は
そ
れ
以
後
の
船
価
高
・
魚
価
安
の
時
期
に
比
し
て
比
較
的
有
利
且
集
中
的
に
実
施
さ
れ
、
戦
後
漁
業
の
構
造
的
変
化
を
促
進
し
た
。
そ
の
結
果
会
社
資
本
は
第
三
次
鋼
船
許
可
ま
で
に
概
ね
回
復
体
制
を
整
え
、
第
四
次
以
降
の
代
船
建
造
方
針
に
よ
る
漁
船
調
整
段
階
に
先
立
っ
て
既
に
圧
俄
的
勢
力
を
保
持
す
る
に
到
っ
た
。
こ
の
会
社
資
本
へ
の
鋼
船
建
造
許
可
集
中
傾
向
は
、
隻
数
に
お
い
て
僅
か
三
•
四
彩
に
す
ぎ
な
い
会
社
保
有
漁
船
が
ト
ン
数
に
お
い
て
は
三
四
・
八
彩
の
高
率
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
明
か
な
如
く
、
漁
船
の
偏
在
集
中
と
結
び
つ
く
の
で
あ
る
（
第
三
表
A
)
。
し
か
も
こ
の
会
社
の
保
持
す
る
地
位
が
そ
の
経
営
体
数
比
率
の
一
％
に
も
満
た
ぬ
に
も
拘
ら
ず
（
第
四
表
）
上
述
の
如
き
圧
倒
的
勢
力
を
有
す
る
こ
と
は
漁
船
保
有
構
造
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
物
語
っ
て
お
り
、
漁
船
政
策
が
実
質
的
に
は
少
数
会
社
に
対
す
る
巨
大
資
本
中
心
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
首
肯
さ
れ
る
。
従
っ
て
沖
合
・
遠
洋
漁
業
の
担
当
者
で
あ
る
大
資
本
に
大
型
漁
船
集
中
の
顕
著
な
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
（
第
五
表
、
一
事
業
所
平
均
漁
船
ト
ン
数
参
照
）
。
③
 
一
表
）
。
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六
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第 3表A
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
経営体制別漁船所有比率 （単位一％）
漁船区分＼無動力船 1 動 力 船
I I 
総災数 1 
隻数 隻数 lトソ数
I I 
94.3 ! 89.0 ! 51.3 I 92.5 I 
o.5 I 1.0 I o.6 
| 
0.4 I 0.8 I 0.2 
’6.6 11.3 5. 1 1 
0.0 J 0.1 i 0.8 I 0.0 ! 
0.6 I 3.4 I 34.8 I 1.6 
100.0 I 100.0 I 100.0 I 100.0 
（註） 水芦庁「昭和29年第二次漁業センサス」より作成
経営体
個人経営（漁家）
協 同 組 合
生 産 組 合
共 同 経
官 公
営
庁
0.6 
0.2 
4.3 
会 社
計
第3表B 経営体制別動力船勢力
慶営体翌1個t漁経己I協同組合1生産組合1共同経営I官公庁1会 社総 数1
I 
I I 
I I I 
隻数（災） 98,690! 602 I 419 I 1,319 ! 121 i 3,s23 I 110, 914/ 
トソ数， 1 | 
（トン）1
!387,262.21 7,866.91 6, 105. 2j85,477. 7i 5,779.2]262,629.2:755,121.1 
平均トソ' | I l 
数（トン）
3.9 ; 13.1 I 14.6 1 11.7」 47.8 I 68.7'6.8 
i I I 
水産庁「昭和29年第二次漁業七ソサス」より作成（註）
六
七
第 4表経営組織別経営体数
I 1 |＇ 個人経営協同組合生産組合i共同経営噌公庁！会I | 
経営体数1236,015 552 246 13,869 105 1 
彩 1,3.8 0.2 0. 1 5.5 0.o 
| 
（註） 水産庁「昭和29年第二次漁業セ｀ノサス」より作成
叫総戚！
960 1251, 747 
0.4 I 100.0 
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第 5表 会社，事業所別漁船礁獲証構成；
ーヽ、ン
乎
数
卜
所
屯
業
船
(
3
9
事
漁
t
 
一均
平
）誓年
760250
業
獲
(
-
,
事
漁
-
1
一
均
一
ー
|
|
6
7
 
彩
2
1
-
1
 
数
-
i
、
1
0
 
所
＿
2
7
業
ー
1
事
4
1
 
％
一
認
四
••• 
1
1
,
1
1
 
旺
112168
会
．
 
．
 
金
―
本
一
資
，
 
50万円以下
100 
200 
300 
500 
1000 
‘’ 
‘’ 
‘’ 
’ 
‘’ 
1億円以下
1億円以上
計
173 
123 
118 
69 
67 
7 
837 
20.6 
14.7 
14.1 
8.3 
8.0 
0.8 
100.0 
177 
129 
127 
80 
103 
53 
960 
18.5 
I 13.5 
l 
13.2 
8.3 
10.7 
5.5 
100.0 
1,850 
1,830 
3,300 
4,700 
5,600 
23,700 
53 
78 
97 
167 
220 
258 
290 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
（註） 水産庁「昭和29年 第二次漁業センサス」より引用
第 6表 水産五社の漁船所有状況
企 業 別 I隻 数 lトソ数
五 社 計 672 203,447 
（油槽船貨物船を除く計） (665) (132,615) 
大洋漁業 (28年 1月） 388 109,125 
日本水産 (28. 3)  116 74,303 
日魯漁業 (27.11) 136 8,284 
極洋捕鯨 (27.10) 24 | I8,417 
日本冷蔵 (28. 1)  I 8 3,318 
全国海水動力漁船(27.12) 129,048 860,645 
（註） 宇野弘蔵他監修「日本農業年報」Il.p.241.より引用
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(4) (3) (2) (1) 
六
九
戦
後
行
わ
れ
た
漁
業
民
主
化
政
策
は
食
糧
政
策
と
関
連
し
て
漁
船
隊
の
急
速
な
復
興
を
は
か
っ
た
の
で
あ
る
が
漸
次
拡
大
さ
れ
た
と
固
は
い
え
制
限
さ
れ
た
漁
場
と
戦
前
を
上
廻
る
漁
船
隊
の
増
大
は
漁
業
資
源
の
自
然
増
殖
を
超
え
た
漁
獲
に
よ
っ
て
資
源
の
涸
渇
と
漁
船
の
能
率
低
下
と
激
し
い
競
争
を
惹
起
す
る
に
到
っ
た
。
こ
の
様
な
事
情
の
下
に
漁
船
政
策
は
量
的
拡
充
か
ら
老
朽
船
代
替
建
造
等
の
質
的
向
上
に
移
さ
れ
比
較
的
充
実
し
て
い
た
以
西
底
曳
及
び
遠
洋
鰹
鮪
漁
船
に
は
昭
和
二
二
年
六
月
よ
り
、
そ
の
他
の
漁
業
に
も
二
三
年
―
一
月
以
降
は
代
船
建
造
方
針
が
と
ら
れ
た
。
し
か
し
昭
和
二
七
年
度
か
ら
の
遠
洋
発
展
政
策
に
伴
っ
て
以
西
底
曳
・
鰹
鮪
漁
業
の
「
特
例
法
」
及
び
沖
合
漁
業
の
「
業
種
転
換
促
進
要
項
」
に
よ
る
漁
業
転
換
の
促
進
に
ひ
き
つ
が
れ
、
全
体
と
し
て
沖
合
・
遠
洋
漁
業
に
お
け
る
中
小
企
業
の
発
展
が
は
か
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
漁
船
政
策
の
綜
合
的
計
画
と
し
て
「
動
力
漁
船
建
造
五
ヶ
年
計
画
」
が
昭
和
二
八
年
に
た
て
ら
れ
た
。
か
く
し
て
沖
合
・
遠
洋
漁
業
は
漸
次
活
況
を
呈
し
た
が
生
産
手
段
の
充
実
に
は
金
融
面
の
陰
路
と
代
船
建
造
方
針
・
減
船
整
理
に
よ
る
漁
船
調
整
の
問
題
に
遭
遇
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
遠
洋
漁
業
の
操
業
許
可
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
点
か
ら
も
資
本
力
を
有
し
且
戦
後
間
も
な
く
漁
船
隊
の
復
興
体
制
を
整
え
た
大
水
産
会
社
に
漁
船
大
型
化
傾
向
の
主
導
権
を
握
ら
れ
た
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
次
に
漁
船
大
型
化
の
主
体
を
な
し
た
大
資
本
水
産
会
社
の
漁
船
独
占
集
中
傾
向
に
目
を
向
け
て
み
よ
う
。
「
農
林
統
計
調
査
」
―
―
一
巻
四
号
六
頁
。
宮
城
雄
太
郎
「
最
近
に
お
け
る
資
本
漁
業
の
構
造
」
戦
時
消
耗
船
は
動
力
付
大
型
漁
船
が
多
く
五
0
0
ト
ソ
以
上
の
漁
船
で
は
八
七
％
（
対
昭
和
一
四
年
比
）
を
喪
失
、
ま
た
母
船
式
漁
船
は
一
0
0
彩
、
運
搬
船
は
五
二
、
五
彩
（
隻
数
）
四
七
、
一
＝
％
（
ト
ソ
数
）
を
失
っ
た
。
水
産
新
聞
社
「
水
産
年
報
」
一
九
四
八
年
阪
一
八
ー
一
九
頁
。
宇
野
弘
蔵
、
近
藤
康
男
、
山
田
勝
太
郎
、
山
田
盛
太
郎
監
修
「
日
本
農
業
年
報
」
I
ニ
ニ
七
ー
ニ
ニ
八
頁
。
小
島
誠
太
郎
「
漁
船
の
大
型
化
お
よ
び
復
原
性
の
問
題
」
「
船
の
科
学
」
一
0
巻
九
号
四
五
ー
四
八
頁
参
照
。
水
産
新
聞
社
「
水
産
年
報
」
一
九
四
八
年
阪
一
四
ー
一
六
頁
参
照
。
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
382 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
固
戦
後
の
漁
船
隊
が
戦
前
の
水
準
（
昭
和
一
四
ー
一
五
年
）
を
超
え
た
の
は
隻
数
に
お
い
て
は
昭
和
二
二
年
、
ト
ソ
数
に
お
い
て
は
同
二
四
年
（
但
し
動
力
船
の
み
の
ト
ン
数
は
同
二
三
年
、
無
動
加
船
は
同
三
0
年
現
在
超
過
を
見
ず
）
平
均
ト
ン
数
に
お
い
て
は
同
一
―
1
0年
（
な
お
動
力
船
・
無
動
力
船
何
れ
も
一
―
1
0
年
現
在
趙
過
を
見
ず
）
。
固
「
以
西
機
帆
底
曳
網
漁
業
及
び
遠
洋
カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
漁
業
の
許
可
等
に
つ
い
て
の
漁
業
法
の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
は
昭
和
一
「
一
0
年
七
月
九
日
二
年
間
の
期
問
を
経
て
失
効
と
な
っ
た
。
漁
船
大
型
化
傾
向
は
更
に
次
の
如
き
樺
造
的
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
。
即
ち
先
に
極
く
少
数
と
見
ら
れ
た
会
社
の
う
ち
で
も
大
資
本
会
社
の
地
位
は
そ
の
生
産
手
段
に
お
い
て
絶
対
的
優
位
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
代
表
的
水
産
五
社
の
保
有
漁
船
ト
ン
数
は
全
国
海
水
面
漁
船
ト
ン
数
の
約
四
分
の
一
に
達
す
る
（
第
六
表
）
。
就
中
大
洋
漁
業
は
戦
時
中
蒙
っ
た
損
害
も
比
較
的
軽
く
戦
後
鋼
船
建
造
許
可
を
集
中
的
に
獲
得
し
い
ち
早
く
圧
倒
的
勢
力
を
確
立
し
祖
。
こ
の
様
な
漁
船
の
大
資
本
会
社
集
中
傾
向
は
大
型
漁
船
の
集
中
を
も
裏
付
け
と
し
て
（
第
三
表
B
)
漁
獲
高
に
如
実
に
反
映
さ
れ
て
代
表
的
水
産
五
社
を
含
む
七
大
水
産
会
社
の
一
事
業
所
当
り
の
平
均
漁
獲
高
は
そ
れ
は
大
資
本
会
社
が
遠
洋
漁
業
の
出
漁
許
可
を
独
占
的
に
受
け
能
率
的
漁
図
③
業
で
あ
る
母
船
式
遠
洋
漁
業
に
お
い
て
常
に
そ
の
独
占
的
地
位
を
占
め
て
比
較
的
漁
価
の
高
い
漁
獲
物
の
生
産
を
行
っ
て
き
た
こ
と
を
見
れ
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
漁
船
政
策
を
背
景
と
し
た
生
産
手
段
の
充
実
と
併
行
し
て
こ
れ
ら
大
資
本
会
社
は
関
連
産
業
部
門
④
 
の
一
貫
性
実
現
と
漁
業
部
門
系
列
化
の
強
化
を
着
々
達
成
し
て
き
た
。
こ
4
に
お
い
て
本
邦
漁
船
隊
復
興
は
実
質
的
に
ほ
大
資
本
水
産
会
社
を
中
心
と
し
て
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
そ
れ
は
か
つ
て
の
漁
業
生
産
の
主
要
部
分
を
占
め
た
沿
岸
漁
業
の
衰
退
と
そ
れ
に
代
る
沖
合
・
遠
洋
漁
業
、
殊
に
後
者
の
急
速
な
発
展
を
齋
ら
し
た
漁
業
構
造
の
変
化
に
起
因
す
る
。
し
か
も
そ
の
発
展
を
可
能
な
ら
し
め
た
漁
業
金
融
が
遠
洋
漁
業
に
重
点
を
置
く
大
資
本
水
産
会
そ
の
他
の
水
準
を
濫
か
に
引
離
し
て
い
る
（
第
五
表
）
。
（
二
）
大
資
本
の
独
占
化
傾
向
七
〇
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他
方
中
小
資
本
漁
業
の
大
資
本
水
産
へ
の
従
属
化
は
一
層
促
進
さ
れ
、
殊
に
公
海
母
船
式
漁
業
に
お
い
て
は
戦
前
の
方
式
と
は
異
り
大
資
本
会
社
の
母
船
が
小
中
漁
業
者
の
漁
船
を
附
属
船
と
し
て
引
率
し
て
操
業
す
る
方
法
が
と
ら
れ
、
経
営
方
式
で
は
形
式
上
は
母
船
（
大
資
本
）
と
独
航
船
（
中
小
資
本
・
協
同
組
合
）
の
共
同
経
営
で
⑥
 
あ
る
が
漁
獲
物
の
商
品
化
は
母
船
側
に
掌
握
さ
れ
、
そ
れ
が
生
産
・
恐
慌
の
危
険
性
や
労
働
者
と
の
対
抗
関
係
を
も
中
小
企
業
に
転
嫁
し
て
大
資
本
の
最
大
利
制
潤
獲
得
を
可
能
な
ら
し
め
集
中
独
占
の
強
化
を
齋
ら
し
た
。
以
上
の
如
き
漁
船
隊
の
戦
後
の
復
興
過
程
に
お
け
る
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
は
如
何
に
進
展
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
「
日
本
農
業
年
報
」
I
l
1
一
四
一
―
―
ー
ニ
四
六
頁
を
参
照
。
例
え
ば
鮭
鱒
漁
業
に
お
け
る
会
社
別
実
績
比
率
推
移
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
ゆ
8
．
舛
↓
郵
瀕
怜
癌
9
孟
溢
烹
深
蝶
汗
拇
≫
門
要
3
一
渤
津
沖
号
漆
蔀
際
宝
譴
掛
葉
聟
「
m
卦
蹄
癌
装
廿
a渦
蓋
」
p
.
5
5
.
J
:
lJ 
fFlilt 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
社
に
そ
の
独
占
的
発
展
の
機
会
を
与
え
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
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二六五頁を参照。
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⑱
主
な
遠
洋
漁
業
の
生
産
は
次
表
の
如
く
で
あ
る
。
藩
燐
嘩
還
淫
悔
蹄
汗
拇
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
（
需
）
、
j
ノ
蓉
苺
＊
「
黎
幽
f
a湿
1
E
」
「
津
叫
硲
i
f
置
悸
」
1
9
5
5
ぶ
4
J
j
-it, 
p.31J: IJ 
fl=filt 
「
日
本
農
業
年
報
」
I
ニ
四
五
ー
ニ
五
一
頁
柏
尾
昌
哉
「
日
本
の
漁
業
」
三
四
七
ー
一
1
一五一
1
一
頁
を
参
照
。
固
復
金
融
資
に
お
い
て
は
そ
の
一
三
・
七
％
が
、
見
返
資
金
に
お
い
て
は
そ
の
水
産
業
に
対
す
る
も
の
の
う
ち
七
七
．
％
が
夫
M
日
本
冷
蔵
・
大
洋
漁
業
に
、
日
本
開
発
銀
行
の
水
産
業
に
対
す
る
融
資
の
う
ち
五
五
％
が
大
洋
漁
業
・
日
本
水
産
・
極
洋
捕
鯨
の
捕
鯨
一
一
一
社
に
、
ま
た
漁
船
建
造
資
金
六
•
五
億
円
は
一
―
-
0
0
ト
ン
以
上
の
北
洋
漁
業
母
船
、
遠
洋
鮪
漁
船
に
投
入
さ
れ
て
い
る
。
「
日
本
農
業
年
報
」
I
I
ニ
0
四
ー
ニ
0
五
頁
。
な
お
漁
業
金
融
に
就
い
て
は
、
近
藤
康
男
編
「
日
本
漁
業
の
経
済
構
造
」
一
ニ
ニ
―
―
-
|
-
―
―
―
-
H^
頁、
漁
業
問
題
研
究
会
「
漁
業
に
お
け
る
再
生
産
構
造
お
よ
び
財
政
金
融
に
か
ん
す
る
討
論
会
」
北
原
道
貫
「
漁
業
信
用
基
金
制
度
に
関
す
る
研
究
」
を
参
照
。
囮
「
日
本
農
業
年
報
」
I
一
九
0
|
―
九
一
頁
、
「
水
産
年
鑑
」
昭
和
二
九
年
阪
一
五
0
ー
一
五
四
頁
及
び
昭
和
一
―
1
1
一
年
阪
七
385 
る
。
従
っ
て
そ
の
足
跡
は
頗
る
着
実
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
戦
前
外
地
に
散
在
し
た
漁
業
基
地
の
喪
失
、
戦
後
の
漁
業
遠
洋
化
が
漁
獲
物
の
よ
り
高
度
の
鮮
度
保
持
を
要
求
し
冷
凍
冷
蔵
設
備
の
必
要
を
増
大
し
た
こ
と
に
よ
る
。
遠
洋
漁
業
の
発
達
は
輸
送
距
離
・
輸
送
時
間
の
延
長
・
許
可
漁
業
に
お
け
る
競
争
・
遠
洋
漁
獲
物
の
水
産
貿
易
市
場
に
お
け
る
拡
張
な
ど
に
よ
っ
て
戦
前
を
凌
ぐ
冷
凍
運
搬
船
へ
の
需
要
を
誘
発
し
た
。
そ
れ
は
冷
凍
運
搬
船
の
能
カ
・
性
能
の
増
大
を
要
求
し
こ
4
に
戦
後
本
邦
冷
凍
運
搬
船
の
地
位
は
遠
洋
漁
業
と
の
関
連
に
お
い
て
一
応
確
立
し
た
と
み
る
②
 
勿
論
冷
凍
運
搬
船
の
漁
船
中
に
占
め
る
割
合
は
小
さ
い
も
の
で
あ
る
が
、
漁
業
に
お
け
る
特
殊
性
と
戦
後
漁
業
の
構
造
的
変
化
が
特
に
冷
凍
運
搬
船
の
遠
洋
漁
業
に
お
け
る
地
位
を
高
め
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
近
時
に
お
け
る
冷
凍
運
搬
船
の
発
展
と
大
型
化
傾
向
③
 
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
（
第
九
表
・
第
一
0
表
）
。
し
か
も
そ
の
初
期
に
お
い
て
見
た
如
き
跛
行
的
発
達
と
異
り
、
戦
後
冷
凍
運
搬
船
の
辿
っ
た
道
は
漁
船
の
復
興
よ
り
遅
れ
て
む
し
ろ
需
要
に
促
さ
れ
て
復
興
し
漸
次
本
格
的
発
展
の
段
階
に
入
っ
た
と
見
ら
れ
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
こ
と
が
で
き
る
。
八
表
）
。
冷
凍
運
搬
船
業
の
戦
後
の
動
向
（
一
）
戦
後
冷
凍
運
搬
船
の
地
位
七
漁
獲
物
は
漁
船
に
よ
っ
て
そ
の
生
産
地
で
あ
る
漁
場
か
ら
漁
船
基
地
・
消
費
地
（
或
い
は
加
工
地
）
へ
輸
送
さ
れ
る
。
そ
の
間
の
輸
送
に
従
事
す
る
も
の
に
ほ
輸
送
を
専
業
と
す
る
運
搬
船
の
他
に
一
般
漁
船
も
含
ま
れ
る
。
し
か
し
戦
後
漁
業
遠
洋
化
と
魚
類
統
制
徹
廃
を
契
機
と
し
て
特
に
鰹
鮪
•
以
西
底
曳
・
ト
ロ
ー
ル
各
漁
業
に
お
い
て
冷
凍
冷
蔵
装
置
の
据
付
普
及
が
顕
著
と
な
っ
たA
第
七
表
・
第
386 
第 7表 冷凍設備塔載現有施行年次別隻数
＼ 船種 累！同同同同同同 28同 2同9 同 計以前 22 23 24 25 26 27 30 
運 搬 船 11 2 1 1 1 
゜゚
5 9 12 42 
官公庁船 1 
゜゚
3 3 1 3 6 14 4 35 
カツオ・マクや，， 2 13 16 2 10 18 28 54 124 118 385 
卜 ロ - Iレ 7 
゜
1 
゜
， 
゜
1 
゜
4 1 23 
以西底曳
゜゚
011303 
゜
8 7 17 76 
旋 網
゜゚゜
1 5 
゜゚゜゚゜
6 
． 
本 釣
゜゚゜゚゜゚゜
1 
゜
1 2 
計 21 15 18 18 58 22 32 74 158 153 I 569 
（昭和叩年12月末現在）
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
（註） 水産週報社「水産年鑑」昭和32年阪 p.368より作成
第 8表 漁業種類別冷凍設備塔載漁船の現況 （昭和29年12月31日現在）
運 搬船
官公庁船
かつお•まぐろ B
 
トロール
旋網（網船）
一 本釣
以西機船底曳
その他
漁業種類良唇I総卜Gるj冷蔵喋序I魚そil男結農IGTIN|RTIN|HINFIN 
3| 89,081 4,421.1 62,9361,120.5 2,700 - 134卜，910!I
31 9,786 596.7 5,440 48,2 316 1 1,  
2671 67,3211 4,830.81 61,5011 334.21 2521 1 
I I 
I I 
21 n,476I 974.81 8,0411 123.ol s221 4 : 
109 
41 56! 
41 51i 
'-'  
4191183, 799111,158.11141,63911,625.91 (439)1 (27) 1(338)1 (19) 計 （平均）
61 1,078 
ー
59 
75 
4,982 
110.1 
3.9 
220.7 
653 
56 
3,012 
180 
75 
85 
，
 1 
18 
80 
5
 
71 
10l 
七
四
（註）小川豊「わが国における漁船の冷凍設備について」「冷凍」334号p.12より作成
387 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
第 9表 冷凍運搬船トソ数別構成推移
＿—て：・ --~--·一—•
I＼ミミ昭和28年，昭和29年 昭和30年 1 昭和31年含`f; >*：  ； ：計鳳計3[ {： I ~-t 3 1 
50トソ以上 31 1 31 21 1 21 41 1 4 
100 / I SI 21101 51 61111 5111 61 31 21 5 
500// 5 5 3 3 6 6 1 | 7 6 5 11 
1,000 、,SI I 81 81 11 91 81 31111 61 4110! 
| 5,000 / 3 3  5 2| 78  3 11 i 
I 10,000// 1 1  1 1 1|  1 1 1 
I 計 |22I-2 | 24 | 23 | 10 : 33 1 27 1037 28 | 17 45 1 I ---- --- | | I I I 
（註） 水産庁編日本冷凍事業協会1:lj「全国製氷冷凍工場名簿」 1953,1955, 
1956年阪より作成。
女水産庁漁船課「大型漁船 (800屯以上）の冷凍装置」（昭和31年7
月末）より作成。
＊巨大賢本とは日本水産・大洋漁業・極洋捕鯨・日魯漁業・日本
冷蔵を指す。
七
五
山
冷
凍
冷
蔵
設
備
普
及
に
対
す
る
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
も
の
は
昭
和
二
五
年
の
水
産
物
統
制
価
格
の
撒
廃
に
求
め
ら
れ
る
。
即
ち
価
格
統
制
時
代
は
質
よ
り
量
の
時
代
で
あ
っ
た
が
統
制
撒
廃
後
は
魚
価
は
騰
喪
し
て
量
よ
り
質
の
時
代
に
転
じ
冷
凍
も
の
で
な
け
れ
ば
商
品
価
値
は
低
く
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
戦
後
は
、
戦
前
の
中
国
市
場
に
代
っ
て
欧
米
市
場
に
冷
凍
鮪
な
ど
遠
洋
漁
獲
物
商
品
が
進
出
し
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
。
②
本
邦
冷
凍
巡
搬
船
の
漁
船
に
対
す
る
比
は
隻
数
に
お
い
て
O
•
0
0
九
％
、
ト
ソ
数
に
お
い
て
七
・
ニ
％
、
（
対
動
力
船
比
は
夫
y
O
.
0
二
六
彩
、
八
・
八
彩
、
対
運
搬
船
比
は
夫
ミ
〇
・
七
六
彩
、
七
六
・
一
多
）
で
あ
る
。
（
昭
和
一
110
年
末
現
在
）
③
粟
屋
良
馬
「
我
国
冷
蔵
運
搬
船
の
発
達
の
経
過
に
就
て
」
「
日
本
冷
凍
協
会
誌
」
一
殊
J
―
―
一
号
―
―
六
頁
参
照
。
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第10表 五大水産会社保有冷凍運搬船比率推移
＼昭和 28年 昭和 29年 昭和 30年 昭和 31年＊
隻 1 一隻 隻 隻
所有区分 数 1トン数1同％数 1トン数1同％数トソ数同％数1トン数 1同鍬
五大水産＊ 22 32,7281 97.6i 23 |53,5021 86.5 27 69,385 73.8 28 81,620! 68.4 
2 8201 2.4 10 1 8,350 13.5 10 24,639 26.2 17 37,660 31.6 
1 24 33,548100,0| 33 |61,852|100.0|37 |94,024|100.0|45119,280|100.o 
水産庁掘日本冷凍事業協会刊「全国製氷冷凍工場名簿」 1953,1955, 
1956年阪より作成。
＊水産庁漁船課「大型漁船 (800屯以上）の冷凍装置」（昭和31年 7
月末），日本海運集会所「日本船舶明細書」昭和32-33年阪，運輸省
船舶監理課編「造船便覧」昭和32年版より作成。
＊五大水産とは日本水産・大洋漁業日魯漁業・極洋捕鯨・日本冷
蔵を指す。
その他
計
（註）
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
（
二
）
冷
凍
運
搬
船
業
の
復
興
著
し
い
復
興
は
見
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
逐
次
復
興
し
て
戦
前
の
水
準
に
到
達
し
昭
和
初
期
か
ら
戦
前
に
到
る
第
一
の
発
展
期
に
対
し
て
、
戦
後
の
本
格
的
発
展
は
講
第
二
次
大
戦
後
本
邦
冷
凍
運
搬
船
業
は
再
生
期
に
入
る
。
第11表 五大水産会社保有冷凍運搬船一隻当り平均
トソ数 （単位トン）
年度
所有区分
I昭和28年 1昭和29年 1昭和30年 1昭和31年 1
五大水産 1 1,487.6 2,326.1 1 2,569.8 2,918.6 
その他 410.0 I 835.o I 2,463.9 I 2,215.3 
総勢力| 1,397.8 1 1,874.3 | 2,54].1 | 2,650.6 
第10表 より算出作成（註）
七
六
し
か
し
戦
後
直
ち
に
389 
近
時
の
冷
凍
運
搬
船
の
ト
ン
数
は
第
二
の
発
展
期
の
当
初
か
ら
略
M
三
・
五
倍
に
増
加
し
て
い
る
（
第
一
〇
表
）
。
そ
の
増
大
は
再
生
期
に
お
け
る
停
滞
状
態
に
対
し
て
対
蹄
的
で
あ
る
程
に
著
し
い
。
こ
の
こ
と
は
「
沿
岸
か
ら
沖
合
へ
、
沖
合
か
ら
遠
洋
へ
」
と
い
う
水
産
行
政
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
漁
業
政
策
が
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。
漁
業
の
遠
洋
化
は
講
和
条
約
発
効
後
の
、
北
洋
に
代
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
そ
の
一
っ
は
冷
凍
運
搬
船
の
大
型
化
傾
向
で
あ
る
。
七
七
冷
凍
運
搬
船
業
の
再
生
期
に
当
る
時
期
即
ち
略
M
日
本
漁
業
が
占
領
軍
の
管
理
下
に
置
か
れ
た
時
期
に
は
既
述
の
如
き
漁
船
隊
の
回
復
が
逐
次
推
進
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
当
時
の
日
本
漁
業
は
漁
場
・
漁
船
・
金
融
な
ど
各
方
面
か
ら
そ
の
自
由
な
発
展
を
抑
止
さ
れ
て
l
②
 
い
た
の
で
あ
る
。
勿
論
こ
の
時
期
に
も
南
極
洋
捕
鯨
業
の
再
卿
•
母
船
式
鮪
漁
業
の
漁
場
拡
張
な
ど
の
許
可
に
よ
っ
て
冷
凍
運
搬
船
業
③
 
の
活
動
分
野
は
開
け
つ
A
あ
っ
た
。
日
本
漁
業
は
種
々
の
制
約
を
蒙
り
乍
ら
も
数
次
に
亘
る
漁
区
拡
張
な
ど
漸
次
独
立
へ
の
体
制
に
近
④
 
づ
い
て
行
っ
た
。
し
か
し
独
立
後
の
漁
場
の
制
約
は
依
然
と
し
て
漁
場
の
遠
隔
化
を
阻
ん
で
今
日
に
到
っ
て
い
る
。
漁
船
の
復
興
は
食
糧
政
策
と
関
連
し
て
戦
後
直
ち
に
着
手
さ
れ
た
が
、
重
点
は
一
般
鋼
鉄
漁
船
に
置
か
れ
冷
凍
運
搬
船
に
ま
で
は
充
分
及
ば
な
か
っ
た
。
冷
凍
運
搬
船
の
本
格
的
発
展
は
講
和
条
約
発
効
（
昭
和
二
七
年
）
に
始
ま
る
第
二
の
発
展
期
に
属
す
る
（
第
一
表
•
第
七
表
）
。一
般
漁
船
と
冷
凍
運
搬
船
の
復
興
に
は
約
四
ー
五
年
の
時
間
的
ず
れ
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
冷
凍
運
搬
船
の
活
動
の
湯
で
あ
る
遠
洋
漁
業
の
実
質
的
空
白
時
代
を
意
味
す
る
。
即
ち
講
和
条
約
発
効
直
前
の
占
領
軍
に
よ
る
漁
区
制
限
撤
廃
は
遠
洋
漁
業
に
本
格
的
操
業
の
機
会
を
与
え
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
そ
の
後
冷
凍
運
搬
船
は
隻
数
・
ト
ン
数
何
れ
も
急
速
に
増
大
し
ト
ン
数
で
は
戦
前
の
水
準
を
超
え
る
ま
で
に
到
っ
た
（
第
九
表
・
第
一
0
表
）
。
こ
の
段
階
に
お
け
る
冷
凍
運
搬
船
業
は
如
何
に
進
展
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
漁
船
の
一
般
的
傾
向
に
お
い
て
見
た
如
き
傾
向
を
再
び
冷
凍
運
搬
船
の
回
復
発
展
過
程
に
も
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
和
条
約
発
効
以
後
の
第
二
の
発
展
期
に
譲
ら
ね
ば
な
ら
な
い
（
第
七
表
）
。
390 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
表
さ
れ
る
漁
場
拡
大
に
よ
っ
て
裏
付
け
さ
れ
日
本
漁
業
は
実
質
的
に
戦
前
の
水
準
を
越
え
た
。
冷
凍
運
搬
船
の
第
二
の
発
展
期
の
開
始
t5 
は
略
u
こ
の
時
期
に
当
る
。
特
に
北
洋
母
船
式
鮭
鱒
漁
業
の
再
開
は
予
期
以
上
の
成
果
を
お
さ
め
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
国
際
情
勢
等
が
引
続
き
自
由
な
操
業
を
阻
ん
で
い
る
為
む
し
ろ
限
ら
れ
た
漁
場
に
お
い
て
競
争
激
化
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
即
ち
母
船
式
漁
船
隊
の
出
佃
漁
許
可
に
お
け
る
許
可
漁
業
の
問
題
は
依
然
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
積
極
的
漁
業
に
よ
る
漁
船
に
対
す
る
量
的
質
的
増
大
の
需
要
は
魚
鮮
探
知
機
・
冷
凍
装
置
の
漁
船
装
備
や
「
特
例
法
」
に
よ
る
大
型
化
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
諸
事
情
か
ら
漁
業
遠
洋
化
に
基
づ
く
漁
獲
物
の
大
量
遠
距
離
輸
送
と
漁
期
の
長
期
化
が
要
求
す
る
長
期
間
の
大
量
保
存
が
必
然
化
し
冷
凍
運
搬
船
の
重
要
性
は
大
き
く
な
っ
た
。
以
上
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
る
如
く
こ
A
に
い
う
冷
凍
運
搬
船
の
大
型
化
も
先
に
考
察
し
た
一
般
漁
船
の
大
型
化
傾
向
と
同
様
の
理
由
に
よ
っ
て
い
る
。
即
ち
一
般
漁
船
の
実
質
的
大
型
化
が
著
し
い
遠
洋
漁
業
は
冷
凍
運
搬
船
の
活
動
分
野
と
合
致
す
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
冷
凍
運
搬
船
の
大
型
化
は
水
産
業
運
輸
部
門
の
強
化
と
直
接
関
連
し
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
漁
業
遠
洋
化
は
当
然
冷
F
 
凍
輸
送
の
強
化
を
必
要
と
し
、
先
に
触
れ
た
第
二
次
大
戦
後
の
漁
船
冷
凍
設
備
の
普
及
は
そ
の
事
実
を
如
実
に
現
わ
し
て
い
る
6
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
冷
凍
運
搬
船
が
増
強
さ
れ
る
必
要
性
を
も
つ
の
は
こ
れ
ら
漁
拐
を
主
と
す
る
一
般
漁
船
の
冷
凍
輸
送
に
限
界
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
一
般
漁
船
は
漁
拐
を
主
と
す
る
為
漁
携
設
備
を
犠
牲
に
す
る
か
大
型
化
を
は
か
る
か
し
な
い
限
り
冷
凍
冷
蔵
装
置
の
塔
載
は
無
理
を
生
ず
る
。
し
か
も
冷
凍
運
搬
船
の
特
質
は
い
う
ま
で
も
な
く
漁
獲
物
（
一
般
的
に
は
冷
凍
貨
物
）
輸
送
専
用
の
船
舶
で
あ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
従
っ
て
漁
携
と
は
別
に
輸
送
専
用
に
冷
凍
運
搬
船
を
運
航
す
る
為
に
は
或
る
程
度
そ
の
運
航
を
償
い
う
る
に
充
分
な
貨
物
量
、
換
言
す
れ
ば
相
当
量
の
漁
獲
高
が
必
要
で
あ
る
。
即
ち
一
般
漁
船
の
操
業
を
前
提
と
し
て
本
邦
冷
凍
運
搬
船
の
機
能
は
発
揮
さ
れ
、
そ
れ
は
漁
船
操
業
の
成
果
に
依
存
し
そ
の
限
り
で
は
消
極
的
立
場
に
し
か
立
つ
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
漁
獲
物
は
そ
の
七
八
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0
0ト
ン
ヘ
上
昇
、
七
九
⑧
 
商
品
化
過
程
に
お
い
て
大
資
本
に
独
占
的
地
位
を
占
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
A
に
冷
凍
運
搬
船
の
資
本
制
漁
業
と
の
関
連
の
必
然
性
が
明
ら
か
と
な
る
。
専
用
船
に
共
通
の
、
大
量
生
産
に
関
連
す
る
大
量
遠
距
離
輸
送
が
そ
の
間
の
関
係
を
一
層
明
確
に
す
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
4
で
冷
凍
運
搬
船
大
型
化
の
実
態
分
析
一
を
試
み
よ
う
。
先
ず
冷
凍
運
搬
船
の
ト
ン
数
・
隻
数
の
最
近
の
推
移
の
概
観
か
ら
も
知
り
う
る
様
に
ト
ン
数
の
増
大
に
比
し
て
隻
数
の
増
加
は
少
く
結
局
増
加
分
は
比
較
的
大
型
船
が
主
体
を
な
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
二
八
年
か
ら
同
三
0
年
に
到
る
間
に
そ
の
占
め
る
ト
ン
数
区
分
の
幅
は
一
O
O
I
五
0
0
0
ト
ン
か
ら
五
0
0
—
1
0、
0
第
二
次
世
界
大
戦
後
講
和
条
約
発
効
に
到
る
冷
凍
運
搬
船
業
の
再
生
期
は
巨
大
資
本
会
社
の
独
断
場
で
あ
っ
た
。
こ
の
期
間
に
お
け
る
冷
凍
運
搬
船
業
の
活
動
分
野
は
南
極
洋
捕
鯨
業
・
鰹
・
鮪
漁
業
が
そ
の
主
な
も
の
で
漁
区
拡
張
は
遠
洋
漁
業
に
漁
場
の
部
分
的
増
加
を
与
え
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
上
記
の
遠
洋
漁
業
も
結
局
は
大
水
産
会
社
に
独
占
さ
れ
冷
凍
運
搬
船
は
大
資
本
会
社
の
下
に
そ
の
制
限
冷
凍
運
搬
船
業
の
第
二
の
発
展
期
は
講
和
発
効
に
伴
う
漁
湯
制
限
の
撤
廃
と
共
に
新
し
い
局
面
の
展
開
を
み
せ
た
。
母
船
式
鮭
鱒
．
母
船
式
蟹
・
北
洋
捕
鯨
な
ど
の
北
洋
漁
業
を
は
じ
め
遠
洋
鮪
漁
業
に
も
独
航
船
の
進
出
が
可
能
と
な
り
日
本
漁
業
は
遠
洋
漁
業
を
中
心
と
し
て
に
わ
か
に
活
況
を
呈
し
た
。
遠
洋
化
の
進
展
と
共
に
前
に
述
ぺ
た
漁
船
の
大
型
化
、
設
備
の
改
善
優
秀
化
（
魚
群
探
知
器
・
漁
船
冷
凍
設
備
・
ア
ミ
ラ
ン
漁
網
の
採
用
）
が
促
進
さ
れ
、
こ
れ
と
併
行
し
て
冷
凍
運
搬
船
も
大
型
化
の
過
程
を
辿
っ
た
。
こ
A
で
注
意
，
 
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
再
生
期
に
お
け
る
と
異
り
五
大
水
産
会
社
以
外
の
進
出
が
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
そ
の
勢
力
も
冷
凍
運
搬
船
隊
全
体
か
ら
す
れ
ば
五
大
水
産
会
社
の
勢
力
に
遥
か
に
及
ば
ぬ
程
小
さ
い
。
し
か
し
そ
の
中
心
勢
力
の
ト
ン
数
区
分
の
幅
は
-
O
O
I五
0
0ト
ン
（
昭
和
二
九
年
）
か
ら
一
、
0
0
0
|
1
0、
0
0
0ト
ソ
（
同
三
0
年
）
へ
移
り
一
隻
当
り
平
均
ト
ン
数
も
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
さ
れ
た
活
動
を
続
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
隻
当
り
平
均
ト
ン
数
は
そ
の
間
に
略
M
倍
加
し
た
（
第
九
表
・
第
一
―
表
）
。
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を
侯
た
な
い
。
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
急
激
な
上
昇
を
示
し
て
い
る
（
第
九
表
・
第
一
―
表
）
。
そ
の
結
果
一
隻
当
り
平
均
ト
ン
数
は
五
大
水
産
会
社
と
そ
れ
以
外
の
中
小
漁
業
と
の
間
に
お
い
て
著
し
く
接
近
し
た
。
こ
の
両
者
間
の
差
の
縮
少
は
中
小
漁
業
の
遠
洋
漁
業
へ
の
進
出
を
裏
付
け
と
す
る
冷
凍
運
搬
船
勢
力
の
進
出
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
小
数
勢
力
と
は
い
え
そ
の
大
型
化
の
割
合
は
大
き
く
、
諸
般
の
条
件
に
恵
ま
れ
ぬ
中
小
漁
業
に
お
い
て
も
大
型
化
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
乍
ら
冷
凍
運
搬
船
の
主
要
勢
力
は
五
大
水
産
会
社
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
こ
れ
は
大
資
本
水
産
会
社
が
遠
洋
漁
業
に
そ
の
主
力
を
注
ぎ
（
第
―
二
表
）
巨
大
資
本
を
擁
し
て
大
規
模
（
資
本
制
）
漁
業
を
行
い
、
遠
洋
漁
業
の
担
い
手
と
し
て
Ol 
h
u・
独
占
的
地
位
を
築
き
っ
4
あ
る
と
こ
ろ
に
起
因
す
る
。
他
方
新
興
中
小
漁
業
が
経
営
不
振
か
ら
五
大
水
産
会
社
へ
の
系
列
参
加
を
余
儀
＂̂“ "＂i 
な
く
さ
れ
る
に
従
い
、
前
述
の
五
大
水
産
保
有
冷
凍
運
搬
船
比
率
の
相
対
的
減
少
傾
向
は
実
質
的
意
義
を
失
う
も
の
で
あ
る
こ
と
は
言
以
上
述
べ
た
諸
事
情
は
結
局
大
資
本
水
産
会
社
の
冷
凍
運
搬
船
業
に
お
け
る
地
位
が
不
動
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
戦
後
冷
凍
運
搬
船
隊
は
隻
数
に
お
い
て
は
漸
く
戦
前
の
水
準
に
達
し
た
に
す
ぎ
ぬ
が
ト
ン
数
•
平
均
ト
ン
数
共
に
戦
前
の
約
三
倍
の
船
隊
を
保
有
し
戦
後
再
生
期
、
第
二
の
発
展
期
を
通
じ
て
の
大
型
化
の
成
果
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
再
生
期
か
ら
第
二
の
発
展
期
へ
の
転
換
期
を
経
て
冷
凍
運
搬
船
業
の
復
興
は
一
応
達
成
さ
れ
引
続
き
発
展
の
段
階
に
移
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
間
に
冷
凍
運
搬
船
の
大
型
化
傾
向
が
遠
洋
漁
業
を
中
心
と
し
て
現
出
し
た
こ
と
は
既
に
見
た
如
く
で
あ
る
が
、
次
い
で
資
本
制
漁
業
と
結
び
つ
き
遠
洋
漁
業
に
絶
対
的
基
盤
を
有
す
る
大
水
産
資
本
に
よ
る
冷
凍
運
搬
船
業
の
集
中
独
占
化
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
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第12表 水産会社各事業別売上比率
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
--------— 事業別 --臭竺門大洋漁業 日本水産 1日魯臨業 1極洋捕鯨 1日本冷蔵
漁
拐
部
門
捕南氷洋
北洋
鯨近海
北洋鮭鱒
北洋カニ
北洋その他
鮪・鰹
以西底曳
その他
計小
連
関
部
門
対
冷凍冷蔵
エ
門
門
加
部
部
品
業
運
食
商
海
19.0% 
1.5 
2.2 
3.6 
0.7 
0.2 
17.8 
3.6 
1. 7 
50.3 
19.0形
7.5 
4.2 
19.0 
3.9 
1.7 
0.7 
10.9 
66.9 
小
総
象期
年間売上高（百万円）
純利益高 （千円）
資本金（千円）
I 
計 I
計
囲 130/2̀/11 30/4五13-
| 27.442 | 16.050 6.052| --3.286］ 
/1.435.922 /1,493.954 / 370.879 f1,538.430 I 
旧，000.~0四 /2,200.000 [1,600.000 f1,200.ooo 
2.4 
9.8 
35.1 
2.4 
49.7 
100.0 
30/ 
0.9 
17.4 
3.0 
11.8 
-% 
49.8 
4.2 
7.2 
5.2 
5.8 
72.2 
33.1 
100.0 
I 
j 
100.0 
29/12-
30/11 
1.7 
20.0 
6.1 
5.1形
55.5 
4.7 
19.2 
1.5 
5.1 
-% 
27.8 
91.1 
3.0 
4.7 
1.2 
8.9 
100.0 
I 
29/11-
30/10 
25.5 
72.3 
2.2 
100.0 
100.0 
30/2-
31/1 
12.631 
77.064 
（註） 水産週報社「水産年鑑」昭和32年阪 p.497 
ノ＼
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(7) (6) (5) (4) (3) (2) (1) 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
南
極
洋
捕
鯨
業
は
昭
和
ニ
一
年
食
糧
問
題
解
決
の
為
占
領
軍
よ
り
再
開
が
許
可
さ
れ
た
。
母
船
式
鮪
漁
業
は
昭
和
1
一
五
年
母
船
式
出
漁
に
限
り
赤
道
方
面
ま
で
漁
区
拡
張
が
占
領
軍
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
。
漁
区
（
マ
・
ラ
イ
ン
）
の
拡
張
は
講
和
発
効
直
前
撒
廃
さ
れ
る
ま
で
一
一
一
次
に
一
旦
っ
て
行
わ
れ
た
。
日
加
米
三
国
間
の
太
平
洋
公
海
漁
業
条
約
、
李
承
晩
ラ
イ
ン
、
濠
州
の
真
珠
採
取
法
、
日
ソ
漁
業
条
約
、
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
湾
の
内
水
化
宣
言
、
更
に
は
中
国
の
渤
海
黄
海
及
び
東
海
（
東
ツ
ナ
海
）
に
お
け
る
機
船
底
曳
網
漁
業
の
禁
樵
区
に
関
す
る
命
令
の
補
充
規
定
な
ど
が
あ
る
。
母
船
式
北
洋
鮭
鱒
漁
業
は
講
和
条
約
発
効
に
よ
る
マ
・
ラ
イ
ン
撒
廃
に
よ
り
昭
和
二
七
年
再
開
し
た
。
「
日
本
農
業
年
報
」
直
一
九
一
頁
。
第
七
表
参
照
。
な
お
冷
凍
運
搬
船
に
お
け
る
冷
凍
、
冷
蔵
設
備
能
力
の
推
移
は
左
表
の
如
く
で
あ
る
。
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翠
痛
器
淫
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0
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扁
）
決
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塾
I
I
I
丹
碁
淫
景
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蔀
即
士
j
「
怜
画
幽
〗
エ
藻
H
摯
4
5唸
」
1
9
5
3
,
1
9
5
5
,
 
1
9
器
拘
蒜
片
b
h溺
9
玲
決
蹄
『
藩
蔀
葉
「
汁
陣
郵
患
(
8
S丑
江
」
ぃ
）0
祁
涎
澁
霞
」
（
某
述1
3
1
~
7jj
*
)
 
I
I
I
卦
蔀
巌
浪
粛
速
「
I
I
I
封
奉
喪
涸
室
鴫
」
苺
苔
3
2
|
3
3
~
)
1
o
c
誨
霧
鳶
慾
壼
諦
涸
葉
叢
「
巌
泰
宮
濤
」
岳
苔
3
2
~
)
1
o
c
片
〇
守
涎
漁
船
の
凍
結
能
力
の
大
体
の
標
準
は
下
の
如
く
で
あ
る
。
⑧
母
船
式
漁
業
の
湯
合
最
も
問
題
と
な
る
の
ほ
独
航
船
側
と
母
船
側
の
間
の
漁
獲
物
の
母
船
買
上
価
格
の
決
定
で
あ
る
。
⑨
以
西
底
曳
、
鰹
鮪
漁
業
の
「
特
例
法
」
や
沖
合
漁
業
の
業
種
転
換
に
よ
っ
て
沖
合
・
遠
洋
漁
業
に
お
け
る
中
小
漁
業
の
育
成
と
漁
船
大
型
化
が
は
か
ら
れ
た
。
部
（
濤
）
八
395 
二
（
二
）
本
稿
（
七
一
頁
）
を
参
照
。
水
産
五
社
に
対
抗
し
て
戦
後
族
出
し
た
新
興
中
小
漁
業
会
社
は
何
れ
も
経
営
難
に
陥
り
梢
減
或
い
は
五
大
水
産
へ
の
系
列
化
が
滅
厚
と
な
っ
た
。
例
え
ば
大
洋
冷
凍
母
船
は
日
魯
漁
業
、
北
海
道
漁
業
公
社
は
大
洋
漁
業
、
報
国
水
産
は
日
本
水
産
の
各
傘
下
に
入
っ
て
い
る
。
(
-
―
ー
）
冷
凍
運
搬
船
業
の
大
水
産
資
本
に
よ
る
集
中
独
占
八
冷
凍
運
搬
船
業
が
水
産
業
に
包
括
さ
れ
た
の
は
戦
前
の
こ
と
で
あ
る
が
そ
れ
以
前
は
一
部
冷
凍
事
業
・
海
運
業
の
支
配
下
に
あ
っ
そ
れ
ら
は
そ
の
後
準
戦
時
体
制
の
強
化
と
共
に
大
水
産
企
業
に
集
中
合
同
さ
れ
冷
凍
運
搬
船
業
は
水
産
資
本
の
下
に
包
摂
さ
れ
た
。
従
っ
て
冷
凍
運
搬
船
業
は
戦
前
に
お
い
て
も
独
自
の
産
業
部
門
と
し
て
成
立
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
戦
後
も
同
槌
で
あ
る
。
し
か
も
冷
凍
運
搬
船
業
は
南
極
洋
捕
鯨
業
再
開
許
可
の
昭
和
ニ
―
年
以
降
僅
か
ず
つ
な
が
ら
復
興
の
過
程
を
経
て
（
第
七
表
）
再
生
期
か
ら
第
二
の
発
展
期
に
入
る
頃
に
は
殆
ど
大
資
本
水
産
会
社
の
手
中
に
あ
っ
た
（
第
一
0
表
）
。
こ
4
で
略
M
戦
前
の
水
準
（
ト
ン
数
）
に
達
し
購
和
条
約
発
効
に
始
ま
る
第
二
の
発
展
期
に
は
戦
前
の
水
準
を
上
廻
っ
て
勢
力
を
増
強
し
、
漸
次
大
型
化
さ
れ
た
。
そ
の
間
に
遠
洋
漁
業
の
躍
進
が
み
ら
れ
、
冷
凍
運
搬
船
業
に
も
中
小
漁
業
資
本
の
進
出
を
見
た
。
し
か
し
大
型
化
に
目
覚
し
い
発
展
を
見
せ
た
こ
れ
ら
中
小
漁
業
も
結
局
は
大
資
本
会
社
の
推
進
力
に
敵
わ
ず
冷
凍
運
搬
船
業
は
依
然
巨
大
資
本
の
独
占
集
中
の
段
階
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
戦
後
新
興
中
小
漁
業
が
漁
業
遠
洋
化
傾
向
の
結
果
苦
境
に
立
ち
或
は
消
滅
、
或
は
系
列
参
加
の
形
で
大
漁
業
資
本
の
支
配
力
を
強
化
せ
し
め
た
事
情
を
反
映
し
て
い
る
。
既
に
触
れ
た
如
く
巨
大
水
産
資
本
は
中
小
漁
業
の
復
興
の
立
遅
れ
に
反
し
て
漁
船
を
中
心
に
復
興
し
遠
洋
漁
業
に
お
け
る
独
占
的
地
位
を
確
立
し
た
。
冷
凍
運
搬
船
業
に
お
い
て
巨
大
水
産
資
本
が
圧
倒
的
地
位
を
占
め
た
理
由
は
一
方
に
お
い
て
水
産
業
に
見
ら
れ
る
独
占
集
中
化
傾
向
と
他
方
に
お
い
て
水
産
業
の
不
安
定
性
か
ら
派
生
す
る
冷
凍
運
搬
船
業
の
脆
弱
性
と
安
定
化
の
必
要
性
に
起
因
す
る
。
こ。t
 
Ul UO) 
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
（註
2
)
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四
結
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
語
本
邦
冷
凍
運
搬
船
は
実
質
上
漁
獲
物
輸
送
専
用
の
船
舶
で
あ
る
。
そ
れ
は
冷
凍
冷
蔵
装
置
を
備
え
主
と
し
て
遠
洋
漁
業
に
従
事
し
て
そ
の
漁
獲
物
の
大
量
遠
距
離
輸
送
を
目
的
と
す
る
。
従
っ
て
漁
業
の
季
節
性
・
豊
凶
性
に
適
応
し
た
運
航
が
考
慮
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
閑
散
期
の
冷
凍
運
搬
船
の
一
般
貨
物
船
へ
の
転
用
は
一
般
海
運
市
場
へ
の
参
加
と
な
る
故
容
易
で
は
な
く
、
海
運
市
況
が
不
況
の
場
合
に
は
遂
に
は
禦
船
の
や
む
な
き
に
到
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
様
に
運
航
の
複
雑
性
は
漁
業
自
体
の
不
安
定
性
に
立
脚
す
る
も
の
で
あ
る
。
巨
大
水
産
資
本
は
運
輸
・
保
管
・
配
給
部
門
な
ど
流
通
面
を
も
自
己
の
手
中
に
お
さ
め
て
水
産
業
の
一
貫
性
を
達
成
し
、
他
方
③
 
漁
拐
に
お
い
て
は
数
種
の
漁
業
に
従
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
角
経
営
を
行
い
、
生
産
の
不
安
定
性
除
去
と
最
大
限
利
潤
の
獲
得
を
は
か
っ
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
如
き
冷
凍
運
搬
船
業
の
脆
弱
性
は
漁
業
の
そ
れ
か
ら
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
て
資
本
制
遠
洋
漁
業
の
発
展
と
併
行
し
て
見
ら
れ
る
水
産
資
本
の
集
中
独
占
が
冷
凍
運
搬
船
の
独
占
集
中
を
齋
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。
中
小
漁
業
資
本
に
は
こ
の
様
な
脆
弱
性
に
基
く
危
険
性
は
負
担
す
る
こ
と
で
き
な
い
。
そ
れ
が
益
M
資
本
集
中
と
独
占
を
容
認
す
る
結
果
を
導
く
の
で
あ
る
。
田
「
日
本
経
済
新
聞
」
昭
和
三
二
年
八
月
七
日
付
、
「
朝
日
新
聞
」
同
年
八
月
九
H
付
、
「
神
戸
新
開
」
同
年
九
月
二
二
日
付
は
海
運
不
況
の
現
今
、
昨
年
は
約
五
ド
ル
で
あ
っ
た
北
洋
母
船
の
用
船
料
が
ニ
ー
一
ド
ル
で
も
用
船
が
困
難
な
こ
と
を
報
じ
て
い
る
。
③
五
大
水
産
の
う
ち
漁
拐
部
門
を
も
つ
四
社
に
お
い
て
も
鰹
鮪
•
以
西
底
曳
・
北
洋
鮭
鱒
・
極
洋
捕
鯨
な
ど
多
方
面
に
出
漁
し
て
い
る
（
第
一
1
一
表
参
照
）
。
以
上
述
べ
た
如
く
本
邦
冷
凍
運
搬
船
業
は
今
日
に
到
る
も
独
自
の
産
業
部
門
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
そ
の
生
成
発
展
の
当
初
か
ら
殆
ど
水
産
業
・
冷
凍
事
業
（
極
く
一
部
が
海
運
業
）
に
属
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
の
冷
凍
運
搬
船
業
の
水
産
業
に
対
す
る
従
属
的
地
位
の
確
定
は
巨
大
水
産
資
本
の
強
力
な
独
占
形
成
過
程
に
お
け
る
漁
獲
物
冷
凍
運
搬
船
業
包
括
と
し
八
四
397 
運
搬
船
業
に
対
す
る
需
要
に
負
い
つ
4
そ
の
進
展
を
見
た
。
八
五
て
把
握
さ
れ
る
。
こ
の
傾
向
は
最
大
限
利
潤
獲
得
の
為
巨
大
資
本
の
、
全
産
業
部
門
を
包
括
す
る
如
き
高
度
の
独
占
完
成
過
程
に
お
い
l
 
て
、
他
の
産
業
部
門
に
も
見
ら
れ
る
如
く
生
産
部
門
の
運
輸
部
門
巻
込
み
過
程
に
お
い
て
欄
む
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
水
産
業
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く
関
連
産
業
を
遂
次
包
含
し
て
特
に
水
産
五
社
の
独
占
は
益
M
強
化
さ
れ
つ
A
あ
る
。
つ
ま
り
本
邦
水
産
資
本
は
冷
凍
運
搬
船
業
出
現
後
沖
合
・
遠
洋
漁
業
の
発
展
と
共
に
そ
の
巨
大
資
本
に
よ
る
独
占
化
を
強
化
し
て
か
つ
て
は
冷
凍
冷
蔵
部
門
に
属
し
て
い
た
冷
凍
運
搬
船
業
を
も
そ
の
直
接
の
支
配
下
に
置
く
に
到
り
、
そ
の
結
果
冷
凍
運
搬
船
業
は
そ
の
独
自
の
産
業
部
門
を
形
成
す
る
機
会
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。
歴
史
的
考
察
に
お
い
て
見
た
如
く
本
邦
冷
凍
運
搬
船
業
の
出
現
の
初
期
の
事
情
は
む
し
ろ
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
生
成
発
展
は
漁
業
の
沖
合
・
遠
洋
化
傾
向
と
資
本
制
漁
業
の
発
達
に
よ
る
漁
業
の
大
規
模
化
及
び
漁
獲
物
の
商
品
的
特
殊
性
か
ら
の
冷
凍
し
か
し
冷
凍
運
搬
船
そ
の
も
の
は
冷
凍
冷
蔵
商
品
輸
送
専
用
の
運
搬
船
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
貨
物
の
種
類
に
対
し
て
固
定
的
で
あ
っ
て
転
用
は
容
易
で
は
な
い
。
従
っ
て
そ
れ
は
恒
常
的
且
大
量
の
漁
獲
物
が
な
け
れ
ば
そ
の
運
航
ほ
経
済
性
の
限
界
を
無
視
し
な
け
れ
ば
②
 
な
ら
な
い
。
即
ち
こ
4
で
長
期
の
運
送
需
要
確
保
の
必
要
性
が
問
題
と
な
る
。
そ
の
船
舶
の
性
質
か
ら
そ
の
運
航
に
適
当
な
漁
業
の
種
類
・
漁
期
・
漁
場
・
規
模
な
ど
が
或
る
程
度
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
、
閑
散
期
の
転
用
の
困
難
さ
と
共
に
一
層
冷
凍
運
搬
船
業
の
脆
弱
性
を
増
大
さ
せ
る
。
今
日
の
如
き
漁
場
の
遠
隔
化
・
資
本
制
漁
業
の
発
展
、
水
産
貿
易
市
場
の
拡
大
な
ど
は
益
M
冷
凍
運
搬
船
へ
の
需
要
を
増
大
す
る
が
、
船
腹
増
大
、
大
型
化
さ
れ
た
冷
凍
運
搬
船
の
運
航
面
に
は
水
産
業
自
体
の
も
つ
不
安
定
性
（
季
節
性
・
豊
凶
性
・
市
場
価
格
の
激
変
性
）
及
び
前
述
の
如
き
冷
凍
運
搬
船
業
そ
の
も
の
の
脆
弱
性
に
基
く
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
国
際
的
・
政
治
的
諸
制
限
が
漁
場
・
操
業
に
加
え
ら
れ
る
現
状
は
日
本
水
産
業
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
有
し
そ
の
競
争
の
激
化
と
深
刻
化
を
増
大
す
る
。
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
398 
、o
カ し
て
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
日
本
冷
凍
運
搬
船
業
の
動
向
（
沼
田
）
冷
凍
運
搬
船
業
の
独
立
化
に
阻
止
的
で
あ
っ
た
事
情
は
上
記
の
一
般
的
独
占
過
程
に
お
け
る
問
題
と
本
邦
冷
凍
運
搬
船
業
の
脆
弱
性
と
に
見
出
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
何
れ
も
水
産
業
に
直
結
し
て
冷
凍
運
搬
船
業
の
水
産
業
に
対
す
る
従
属
的
地
位
と
し
て
顕
現
し
た
の
で
あ
る
。
3
 
近
代
的
海
運
業
に
お
い
て
は
、
自
家
用
運
送
船
(industrial
c
a
r
r
i
e
r
)
 
が
顕
著
と
な
っ
て
来
た
こ
と
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
自
家
用
運
送
船
の
発
達
は
特
に
第
一
次
大
戦
後
独
占
資
本
主
義
の
成
熟
段
階
に
お
い
て
企
業
の
大
規
模
化
に
伴
う
大
量
生
産
に
必
要
な
原
料
・
製
品
輸
送
に
起
因
す
る
。
そ
れ
は
特
殊
な
運
送
用
役
を
提
供
す
る
専
用
船
•
特
殊
船
に
顕
著
に
現
わ
れ
た
。
近
代
的
遠
洋
漁
業
は
資
本
制
漁
業
の
段
階
に
到
り
そ
の
運
輸
部
門
に
も
冷
凍
運
搬
船
の
如
き
専
用
船
の
導
入
を
必
要
と
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
本
邦
冷
凍
運
搬
船
業
も
そ
の
規
模
に
お
い
て
は
小
さ
い
が
以
上
の
様
な
意
味
で
近
代
水
産
業
に
お
け
る
自
家
用
運
送
船
の
一
形
態
と
本
邦
冷
凍
運
搬
船
業
は
そ
の
生
成
発
展
過
程
か
ら
水
産
業
殊
に
遠
洋
漁
業
に
依
存
し
て
き
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
し
か
も
本
邦
水
産
業
は
巨
大
水
産
資
本
の
主
導
的
立
場
の
下
に
資
本
制
遠
洋
漁
業
が
推
進
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
従
っ
て
漁
業
構
造
に
著
し
い
変
動
の
な
い
限
り
本
邦
冷
凍
運
搬
船
業
は
水
産
業
就
中
巨
大
水
産
資
本
の
支
配
下
か
ら
脱
却
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
9
9
 ー
9
,
 ②
 の
う
ち
に
含
ま
れ
る
。
石
油
産
業
に
お
け
る
油
送
船
、
鉄
鋼
業
に
お
け
る
鉱
石
専
用
船
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
後
に
触
れ
る
自
家
用
運
送
船
(industrial
carrier) 
IJ.
お
い
て
ほ
運
送
用
役
の
対
価
は
運
貨
の
形
を
と
ら
ず
、
運
送
費
用
と
し
て
製
品
価
格
の
発
達
、
つ
ま
り
産
業
資
本
の
運
輸
部
門
の
包
摂
傾
向
八
六
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